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博物館連携企画展 

「壱岐の古代文化－海をめぐる生業と交流－」の開催について 

 

令和元年７月 20 日 (土 )から９月１日 (日 )の期間で一支国
い き こ く

博物館と連携で企画展「壱岐

の古代文化」を開催します。  
古くから大陸との海上交通の要衝・交流の拠点として重要な役割を果たしてきた壱岐

島（長崎県）の古代文化を紹介するとともに、兵庫県内から出土した考古資料も加えて、

海を基盤に生活を営んだ人々の生業と交流について展示します。  
 

展覧会の内容 

(1) 魏志倭人伝に記された一
い

支国
き こ く

の世界 

魏志倭人伝に記された国々のうち、発掘調査によって明らかとなった「一支国」の様

子 

を中心に、朝鮮半島と日本本土との交流を様々な遺物から紹介します。 

(2) 朝鮮半島との交流を物語る壱岐の古墳文化  
壱岐島内には 280 基の古墳が存在しますが、朝鮮半島の影響をうかがわせる巨石を用  
いた横穴式石室が交流に重要な役割を果たした有力者の存在を物語ります。これらの  
古墳から出土したきらびやかな馬具や大刀の装飾品などを展示します。  

(3) 海のシンボル  
クジラ骨は漁具などの材料に利用され、捕鯨の様子が古墳の壁画にも描かれるなど壱  
岐の人々にとっては身近なものでした。海に関わる営みのシンボルとして、全長５メ  
－トルのミンククジラの全体骨格標本を展示します。  

(4) 海の生業と税の歴史  
海に囲まれた壱岐や淡路は、都にアワビや塩など海からの恵みを税として納めていま  
した。漁具や貝などの遺物を通して、海の幸に恵まれた島国のくらしを紹介します。  

 

関連行事 

企画展講演会  

時間：13:30～15:00（12:50 開場）場所：当館講堂 定員：120 人 料金：無料 

7 月 20 日(土)「壱岐の弥生時代」 松見 裕二（壱岐市教育委員会社会教育課係長） 

8 月 3 日 (土)「畿内からみた弥生・古墳時代の壱岐」和田 晴吾（当館館長） 

8 月 10 日(土)「壱岐の古墳時代」田中 聡一（壱岐市教育委員会社会教育課係長） 

～イベント～ 

壱岐いきクイズラリー！ （考古博 DE 夏まつりで実施） 

7 月 27 日(土)  ①12:30～  ②13:30～ 定員：120 人（各回 60 人） 料金：無料 

壱岐の貝殻を使ったワークショップ－オリジナルシェルボトルづくり－ 

8 月 17 日(土） ①11:00～  ②12:00～ ③13:00～ ④14:00～ ⑤15:00～  

        定員：100 人（各回 20 人） 料金：無料  

（10:30 から整理券配布）  
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県立考古博物館 

企画広報課 
(079)437-5589 

事業部長 髙瀨 一嘉 

(学芸課長 中村 弘) 
東播磨県民局 






